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工 事 特 記 仕 様 書

２．工事内容　　　下記建物等の解体　一式

建物（設備撤去含む）

Ⅰ．工事名

Ⅱ．工事概要

Ａ.一般共通事項

項目 特記事項

一
般
共
通
事
項

１ ・国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書」（最新版）

・国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築改修工事標準仕様書」（最新版）

・国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築物解体工事共通仕様書・同解説」（最新版）

・受注者は受注時又は変更時において工事請負代金額が500万円以上の工事について、

　（財）日本建設情報総合センター（以下「JACIC」が運営する工事実績情報サービス

　（CORINS)に、「CORINS入力システム」により当核工事に係るデータ登録を行わなけ

　ればならない。データ登録は、受注・変更・完成・訂正時に工事実績情報として

　監督員の署名及びメールアドレスの記入も受ける。)を受けたうえ、受注時は契約締結後

　10日以内に、登録内容の変更時は変更契約締結後10日以内に、完成時は工事完成後10日

　以内に、訂正時は適宜、JACICに対し登録 申請を行わなければならない。

　員に提出しなければならない。

　　なお、変更時と完成時の間が10日に満たない場合は、変更時の提出を省略できるものとする。

　　ただし、期間には土曜日、日曜日、国民の祝日に関する法律に規定する国民の祝日等は

　含まない。

・受注者は、各下請負者の施工の分担関係を表示した施工体系図を作成し、工事関係者が

　見やすい場所と公衆の見やすい場所に掲げなければならない。また受注者は、施工体系

　図を別に定める様式により提出しなければならない。

　承諾を得ること。

・作業着手までの期間に、発生材の処理等についての施工計画書を作成し、市監督員に提出し

　「通知書(登録のための確認のお願い)」を作成し、市監督員に登録内容の確認(併せて

　その後、JACICから「登録内容確認書」が受注者に届いた際には、当該書類を直ちに市監督

・受注者は、下請負に付する場合は、部分下請通知書を市監督員に提出しなければならない。

1

2

3

　適用基準

　工事実績情報の

　登録等

　発生材の処理等

・建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律

・その他関係法令

・再生資材の利用を図るもの

　・アスファルトコンクリート塊　　・セメントコンクリート塊

　・建設発生木材

項目 特記事項 Ｂ.解体工事

項目 特記事項

Ⅲ．解体工事仕様

１.共通仕様

図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、建築物解体工事共通仕様書（国土交通大臣

官房官庁営繕部監修、最新版）による。

２.特記仕様

1）項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

2）特記事項は、○印の付いたものを適用する。

○印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

特記事項に記載される内容が複数ある事項については○印の付いたものを適用し、※印の付いたものは適用しない。
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津市木造教育集会所解体工事

１．工事場所　　　津市　木造町　地内

RC基礎、犬走り土間ｺﾝ共撤去

津市木造教育集会所解体工事 A-2

津市木造教育集会所（S造一部木造平家建　延床面積 117.19 ㎡　）

原図：A2　

樹木撤去（伐根共）

構内既存の施設

・位置（※図示　・その他（　　　　　　　　　　　））

・仕様（※図示　）

構内既存施設　　・利用できる（・有償　　・無償　）　・利用できない

構内既存施設　　・利用できる（・有償　　・無償　）　・利用できない

・周辺への飛散防止を行うこと。（位置及び仕様　※図示　）

・工事用進入路の養生として、鉄板（ｔ＝22）を敷き、養生を行うこと。

※「低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規定」、「排出ガス対策型建設機械指定要領」

　に基づき指定された建設機械をできる限り使用すること。

※解体作業時には粉塵等の飛散を防ぐため、散水養生を行うこと。

　4月策定）」により、設置については「手すり先行工法による足場の組立て等の基準」による

　働きやすい安心感のある足場とし、二段手すりと巾木の機能を有する部材をあらかじめ備えら

　れた手すり先行専用足場型とするか、または、改善措置機材を用いて手すり先行専用足場型と

　同等の機能を確保するものとする。

※　枠組足場を設ける場合は、「手すり先行工法に関するガイドライン（厚生労働省平成15年

仮
設
工
事

２ 1

2

3

4

5

6

7

8

9

10　解体撤去後

　足場

　散水養生

　使用重機

　仮設鉄板敷

　飛散防止

　工事用電力

　工事用水

　仮囲い

　仮設トイレ

・植栽は全て伐採・伐根とし、業者処分とする。　※図示

　するとともに受注者の責任において原形復旧を行うこと。

11

12　その他

　損傷を与えた場合

　の対応

・建物付属物については特記ナキ限リ記載の有無に関わらず全て撤去処分とする。

・備品・生活用品等については特記ナキ限リ記載の有無に関わらず撤去処分とする。

・埋設配管については特記ナキ限り記載の有無に関わらず撤去処分とする。

・解体工事により解体建築物以外の建築物や舗装、桝等に損傷を与えた場合には、市監督員に報告

・保護シート等による養生（防音シート）　※適用する

・解体後は、地盤に不陸が無いよう現地ならしを行い、締め固めを行うこと。

・利用できる　　・利用できない

　但し、施設運営に影響しないよう事前に打合せの上、計画し、施工すること。

※本工事の内部仕上げ材には、アスベスト含有の材料があり撤去及び処分に際しては、環境省からの

　「非飛散性アスベスト廃棄物の取り扱いに関する技術指針」に基づいて行うものとする。

※工事用水については敷地内既存の施設を無償で利用できる。

４ 建設副産物
情報交換シス

　テムの利用
　工事着手前に「再生資源利用計画書」及び「再生資源利用促進計画書」を

監督員に提出する。また、工事完了後にはJACIC（（財）日本建設情報総合

センター）が運用する「建設副産物情報交換システム」へ実績報告を行うこと。

　なった場合には翌年度の４月１日から８月３１日までの間に別に定める様式に産業廃棄

　受けてから施工すること。

※日曜日、祝日は、原則休工とする。

　作業時間については、原則８時３０分から午後５時までとする。

※工事に必要な手続きは受注者が速やかに処理し、この手続きに関する諸費用は

　なお、万一、紛争が生じた場合は、受注者が誠意をもって対応すること。

　速やかに清掃を行うこと。

※着工前：敷地及び周辺の道路、建築物、工作物等の現況の撮影を行うこと。

※工事中：進捗状況の撮影記録をすること。

※写真は着工前・施工中・完成を同一場所から黒板なしで撮影すること。

※施工計画書、仮設計画書、工事写真、工事日報、マニフェストの写し(A,B2,D票,及びE票)

※施工計画書には、工事現場から産業廃棄物処理場までの運搬経路、産業廃棄物処理契約書

※設計図書に明記のない場合は、市監督員と協議しその指示を

　ただし、市監督員の承諾を得た場合は、この限りでは無い。

　受注者負担とする。工事の遂行に影響のないよう努めること。

　三重県

　産業廃棄物税

　疑義

　官公庁手続

　危険災害防止等

　工事用進入路

　完成写真

　事故報告

　提出書類

　誠意をもって地元調整を行い、工事の再開については、市監督員の承諾を得てから行うこと。

　近隣等との折衝はあらかじめその概要を市監督員に報告し、その経過については

　記録し、遅滞なく市監督員に報告すること。

※重機搬出入、産業廃棄物搬出経路については事前に施工計画書を提出し市監督員の

※工事施工中に事故が発生した場合には、直ちに市監督員に通報するとともに、

　事故発生報告書を市監督員に速やかに提出すること。

　その他市監督員の指示するものとする。

　の指示するものを添付すること。

　の写し、産業廃棄物収集運搬業者及び産業廃棄物処理業者許可書の写し、その他市監督員

※工事作業日は、常時、交通整理のための誘導員を配備し、安全確保に努めること。

　物税納付証明書を添付して、工事の発注者に対して支払請求を行うことができる。

　なお、この期間を超えて請求することはできない。

　承諾を得ること。また、工事現場から搬出入する土砂により工事用進入路を汚した場合は

※作業着手までの期間に調査及び、施工計画書等を作成し、市監督員の承諾を得ること。

※敷地内、周辺での作業・通行等は隣地施設利用者の安全確保に十分配慮すること。

※工事期間中、施設関係者、近隣居住者および周辺建物に危害を与えぬように十分注意すること。

　また、工事に伴う騒音、振動等により、周辺住民からの苦情があった場合は、工事を一時中断し

　範囲とする。

※作業着手までの敷地内調査は、事前に市監督員の承諾を得るものとし、近隣施設行事に影響を与えない

※安全対策のため、作業終了時及び休工時は仮囲い出入口を施錠すること。

※作業着手前には、現況状況把握の為に破損箇所等があれば、市監督員の立合いのもと写真等に記録して

　おくこと。また、工事過程において、既存施設に破損等を与えた場合は、受注者の負担において速やか

　に復旧すると共に市監督員に報告すること。

※設計書に明記がなくとも、機能上及び構造上当然必要と認められるもの、並びに、取合いのはつり補修

　復旧は本工事に含む。なお、内訳書の数量は参考とし、当図面を優先する。

※工事用車両及び工事関係車両は、周辺道路に駐車しないこと。

※緊急且つ必要な場合において、市監督員以外（施設管理者等）が直接受注者に指示することがある。

　その場合は当該指示に従うこと。

※廃材、残土等の搬出にあたっては、周辺道路を汚さないよう当然に無理な積込みは行わないこと。

　工事車両等の出庫時は、タイヤ清掃等を行うなど、工事敷地からの土砂の流出抑制に心掛けること。

※本工事には産業廃棄物税相当分が計上されていないため、受注者が本年度課税対象と5

6

　工事時期7

8

9

10

　工事写真11

12

13

14

　その他15

・アスベスト成形板等解体時の留意点

　　解体現場は労働安全衛生関連法規上、下記の点に配慮を行うこと。

　　1.手ばらし等、出来るだけ粉塵の発生しない方法で行うこと

　　2.可能であれば湿潤状態（散水）として作業を進めること。

　　6.事前に使用箇所や状況の調査を行い記録すること。

　　3.飛散されないようにすること。

　　4.保護具及び作業着を着用すること。

　　5.解体されたボード等は、蓋のある容器に入れること。

防火水槽（RC造　延床面積 17.50 ㎡　）RC基礎共一部撤去

解体後　建物撤去後山砂埋戻しの上整地 転圧　　等

・受注者負担　利用開栓・休止に伴う手続き、並びに、使用料（現状、利用休止となっているため）

・受注者負担　利用開栓・休止に伴う手続き、並びに、使用料（現状、利用休止となっているため）

 ※受注者は受注時において延べ面積が80㎡以上の解体工事については、
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シルク印刷
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号

Ｍｏ

Ｃｏ

Ｃｏ直

Ｃｏ打

ＡＬＣ

ＰＣ

ＣＢ

ＬＧＳ

ＰＢ

モルタル塗り

コンクリート

コンクリート直こて押え

合板型枠コンクリート打放し

軽量気泡コンクリート

プレキャストコンクリート

コンクリートブロック

軽量鉄骨

石コウボード

ＧＬ

ＧＷ

ＧＢ

ＰＢのＧＬ工法

（乾式浮し張り工法）を示す

グラスウール

ガラスブロック

ＥＰ

ＡＥＰ

ＶＰ

ＳＯＰ

ＦＥ

ＯＳ

ＵＣ

ＬＥ

ＡＥ

合成樹脂エマルジョンペイント塗り　１種

塩化ビニール樹脂エナメル塗り

合成樹脂調合ペイント塗り

フタル酸樹脂エナメル塗り

オイルステン塗り

ポリウレタン樹脂クリヤー仕上

ラッカーエナメル塗り

アクリル樹脂エナメル塗り

（　塗　　装　）（　材　　料　）

合成樹脂エマルジョンペイント塗り　２種
内
　
装
　
制
　
限

不

不

準

難

下地共　不燃

不燃材

準不燃材　以上

難燃材　以上

内
装
材
等
　
認
定
番
号

石綿ケイ酸カルシウム板ｔ５

種　　類

石綿スレート　ｔ５

ロックウール吹付け

略　　号 認　定　番　号

ケイカル板ｔ５石コウボードｔ１２．５

種　　類

強化石コウボードｔ１５・２１

不燃石コウ積層板ｔ　９

シージング石コウボードｔ９

化粧石コウボードｔ９

不燃化粧石コウボードｔ９

有孔石コウボードｔ９

略　　号 認　定　番　号

ＰＢｔ１２．５

ＰＢｔ　９．５

ＰＢｔ１５・２１

不燃ＰＢｔ９

防水ＰＢｔ９

化粧ＰＢｔ　９

化粧　不　ＰＢｔ９

有孔ＰＢｔ９

ロックウール吸音板ｔ９～ｔ１９

室
　
名
　
札

特
　
記

アクリル板タイプＢ

タイプＣ

タイプＤ

１．天井下地は特記なき限りＬＧＳ下地とする

２．ＬＧＳ間仕切下地は，６５形・９０形・１００形

３．天井回縁・天井点検口は，天井伏図を参照

タイプＡ

タイプＥ

タイプＦ

４．窓額縁・建具枠は，建具リスト参照

ビニール壁紙

無機質壁紙

化粧石綿スレート アクリル製ピクトサイン　Ｈ１５０　＊Ｗ１５０

アルミフレーム・アルミ基板　Ｈ６０　　＊Ｗ２５０

カッティングシート切文字　Ｈ＝４０

玄関

ＱＭ－９８２３

ＮＭ－８６１５

ＮＭ－８６１３

ＱＭ－９８２７

ＮＭ－８６１５

ＱＭ－９８２４

ＱＭ－９８２６

ＮＭ－８５７８

ＮＭ－８５７７

ＮＭ－８６１５

ＮＭ－８５９９

ＮＭ－８６０１

ＮＭ－９９０３

ＱＭ－９４１６

ケイカル板

断熱ＰＢ

石綿ケイ酸カルシウム板

（ＰＢｔ　　＋フォームポリスチレンボードｔ　　　） 複合板

ＵＥ ウレタンエナメル塗り ロックウール吸音材 ＮＭ－８６００

ＮＭ－８６１２

129.42 ㎡（39.21坪）

（有）貴匠設計 Kisho Architectural Design Office

津市木造教育集会所解体工事

津市木造町　地内

用途地域：市街化調整区域

防火地域：22条区域

315.79 ㎡

犬走り：ﾓﾙﾀﾙ金鏝t30 土間ｺﾝｸﾘｰﾄt=100 ｸﾞﾘ石t=80
既設

撤去跡

ﾗｽﾓﾙﾀﾙ刷毛引きﾗﾌﾄﾝ吹付

ｱﾙﾐｻｯｼ

軒樋：塩ﾋﾞ半丸φ105　縦樋：塩ﾋﾞφ60

金属板葺

ﾓﾙﾀﾙ金鏝t30

ﾓﾙﾀﾙ刷毛引き　H=500

ﾎｰﾙ

廊下

集会室

調理室

図書室

収納庫

茶花道室

押入

縁

便所

津市木造教育集会所解体工事既設建物仕上表

65

65

65

65

65

100

ﾊﾟｰｹｯﾄﾌﾛｱ貼

ﾊﾟｰｹｯﾄﾌﾛｱ貼

ﾀｲﾙﾊﾟｰｹｯﾄ貼

700 ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼

75角ﾀｲﾙ貼 1000 ﾗｽﾎﾞｰﾄﾞ下地ﾓﾙﾀﾙ金鏝VP塗

ﾌﾟﾗｽﾀｰﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5下地ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼

ﾌﾟﾘﾝﾄ合板貼

ﾌﾟﾗｽﾀｰﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5下地ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼ﾌﾟﾗｽﾀｰﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5下地ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼

2450

2450

軽量鉄骨下地ﾌﾟﾗｽﾀｰﾎﾞｰﾄﾞt=9.5下地ﾌﾟﾗｽﾀｰﾎﾞｰﾄﾞt=9.5下地

化粧ｹｲｶﾙ板 t=6.0貼

ﾌﾟﾗｽﾀｰﾎﾞｰﾄﾞt=9.5下地

化粧ｹｲｶﾙ板 t=6.0貼

窓下化粧棚付

棚2段付

押入付

A-4

化粧ｹｲｶﾙ板 t=6.0貼

117.19 ㎡

原図：A2　

床間

大平板ｔ6（ｱｽﾍﾞｽﾄ含有）

一部ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ横張り(ｱｽﾍﾞｽﾄ含有）

：ｱｽﾍﾞｽﾄ含有物を示す

吸音ﾎﾞｰﾄﾞ(ｱｽﾍﾞｽﾄ含有）

吸音ﾎﾞｰﾄﾞ(ｱｽﾍﾞｽﾄ含有）

吸音ﾎﾞｰﾄﾞ(ｱｽﾍﾞｽﾄ含有）

吸音ﾎﾞｰﾄﾞ(ｱｽﾍﾞｽﾄ含有）

吸音ﾎﾞｰﾄﾞ(ｱｽﾍﾞｽﾄ含有）

ｽﾚｰﾄ屋根材(ｱｽﾍﾞｽﾄ含有）

120.19 ㎡

集会所（S造）、防火水槽（RC造）、附属外構（犬走り土間、樹木・植栽・鉄格子・ﾎﾟｰﾙ） 撤去

撤去跡山砂埋戻しのうえ転圧

樹木：ﾏｷ　幹φ300枝張りφ3000幹高H5000、植栽、鉄格子、ﾎﾟｰﾙ



+270

■memo ■check ■scale ■drawing title ■project title ■drawing no. ■sheet no.一級建築士       登録第146490号
一級建築士事務所 登録第1-169 号

管理建築士：山田　賢治

Architectural

Kisho

Design Office

client

contractor

architect （有）貴匠設計 Kisho Architectural Design Office津市木造教育集会所解体工事S=1:100

側　溝

公
道

 
5
,
3
5
0

BM±0

UP

▲

ポーチ

津市木造教育集会所

隣
地
境
界
線
 2
6,
70
0

+100

+100

+205
+190

+165

+85

+150

+255

+180

+265

+380

+590

+330

+260

+885

+730

+310

+200+350

+270

+240

+350

A

C

側　溝

公
道

 
5
,
3
5
0

BM±0

倉　庫

隣
地
境
界
線
 2
8 ,
30
0

隣
地
境
界
線
 2
6,
70
0

隣地境界線 11,170

隣地境界線 11,100

+100

+205
+190

+165

+255

+265

+260

+200

+240

井戸　φ700

防災無線

道　路道　路

既設建物撤去後配置図　S=1:100

A-5仮設計画図、現況配置図、既設建物撤去後配置図

仮設計画図、現況配置図S=1:100

D

D

原図：A2　

倉庫(既設のまま）

フェンス　H=1,500
(既設のまま）

仮設便所

B

防災無線(既設のまま）

井戸φ700(既設のまま）

A

撤去物　凡例

B

津市木造教育集会所

C

防火水槽

樹木撤去 1本

樹高枝張り幹径

φ200　W3000　H4000

D

犬
走
り
撤
去

犬
走
り
撤
去

犬走り撤去
樹木撤去

隣
地
境
界
線
 2
8,
30
0

隣地境界線 11,170

隣地境界線 11,100

側
溝
U1
80
蓋
付
(既

設
の
ま
ま
）

側溝U180蓋付(既設のまま）

犬走り撤去

犬走り一部撤去

犬走り

※交通誘導員配置(大型車両出入り時)

500

5
0
0

1
,
5
0
0

ｶｯﾀｰ入れ

50
0

RC基礎、犬走り土間ｺﾝ共撤去

（RC造）RC基礎共一部撤去

防火水槽一部撤去
(詳細はA-12参照）

鉄格子柵撤去

ﾎﾟｰﾙ撤去　2箇所（ｻｲﾚﾝ、防火用水看板）

鉄格子柵撤去

（鉄骨造一部木造平家建）

キャスターゲートW6000

仮設計画　凡例

仮囲い:（単管足場）防音ｼｰﾄ貼H5000

仮囲い:（単管足場）防音ｼｰﾄ貼H3000

単管足場　防音ｼｰﾄ貼H5000

単管足場　防音ｼｰﾄ貼H5000

単管足場　防音ｼｰﾄ貼H5000

単管足場　防音ｼｰﾄ貼H3000

単管足場　防音ｼｰﾄ貼H3000

昇降用外部足場（枠組本足場）

昇降用外部足場（枠組本足場）

建物撤去後山砂埋戻しの上整地

※ 建物解体後、地盤に不陸の無いよう現地ならし、締め固めを行う。

建物撤去後山砂埋戻しの上整地転圧部分

フェンス　H=1,500

凡例

土間コンクリートt＝150新設部分（Fｃ＝21・刷毛引き）

溶接金網φ6　100×100共

路盤材（再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ）t＝150共

仮設鉄板敷(t=22)

仮設鉄板敷

伐根共撤去

低木密植栽撤去　5.0㎡程度 伐根共撤去低木密植栽撤去
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既設建物平面図　S=1:100 既設建物屋根伏図　S=1:100

原図：A2　

参考図
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南立面図　S=1:100

北立面図　S=1:100 西立面図　S=1:100

東立面図　S=1:100

A-7既設建物立面図

原図：A2　

参考図

4,
40

2
4,

40
2

4,
40

2
4,

40
2

83
4

4,
90

1 5,
73

5

83
4

4,
90

1 5,
73

5

83
4

4,
90

1 5,
73

5

5,
73

5

13,040 3,3308,290

3,330 13,0402,7305,560

8,290



3
,
7
9
2

3
,
8
8
2

■memo ■check ■scale ■drawing title ■project title ■drawing no. ■sheet no.一級建築士       登録第146490号
一級建築士事務所 登録第1-169 号

管理建築士：山田　賢治

Architectural

Kisho

Design Office

client

contractor

architect （有）貴匠設計 Kisho Architectural Design Office津市木造教育集会所解体工事S=1:30 既設建物短計図 A-8

ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ 22㎏

垂木 45x54 @364

10

3

既設建物短計図　S=1:30

既設建物撤去跡断面図　S=1:30

50 1,820 4,550 1,820 50

8,290

3
0
0

2
2
0

9
0

5
2
0

4
,
4
0
2

5
5
0

5
0

1
5
0

3
,
7
9
2

3
0
0

2
2
0

9
0

5
5
0

5
0

1
5
0

3
,
8
8
2

5
2
0

4
,
4
0
2

設計GL

900 4,145 4,145 900

8,290

8
0
0

2
,
6
0
0

屋根 :ｶﾗｰﾍﾞｽﾄｺﾛﾆｱﾙ葺き 勾配3.0/10

ﾍﾞﾆﾔ t=12

母屋 90x90

軒天：大平板ｔ6 VP

根太 45x45 @364

大引 90x90 @910

床：ﾊﾟｰｹｯﾄﾌﾛｱ貼

巾木：ﾗﾜﾝH65　OS

腰：ﾌﾟﾘﾝﾄ合板貼

壁：ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼

床束 90x90
根ｶﾞﾗﾐ 15x90

束石ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ200×200×150

70
0

1
,
1
0
0

造付け棚D420

外壁：ﾗｽﾓﾙﾀﾙ刷毛引きﾗﾌﾄﾝ吹付

窓：ｱﾙﾐｻｯｼ

外部巾木：ﾓﾙﾀﾙ刷毛引きH=500

15x9090x90

90x9090x90

90x120

45x45

60x450

丸太φ75

45x45@455

廻り縁：45x36

8
0
0

H-300x150x6.5x9G1

90x90

犬走り：土間ｺﾝt=80金鏝押え

砕石：ｔ50

犬走り：土間ｺﾝt=80金鏝押え
砕石：ｔ50

8
5

8
5

BM

設計GL

BM

≒
1
7
5

原図：A2　

(既設のまま）
側溝U180蓋付 側溝U180蓋付

(既設のまま）

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽH1500(既設のまま）

集会室

参考図

建物撤去後山砂埋戻しの上整地

天井：吸音ﾎﾞｰﾄﾞ
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